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動
物
學
雜
誌
第
百
八

十
七

號

　

　
明
治
三

十

七
年
五
月
十
五

日

　

　

●
魚
類
概
説
　
（

第
二

回
V

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

田

中

茂

穗

前

回
の

内
で

書
き

落
せ

る

處

や、

補
ふ
べ

奪
部
分
が

出
來
力
か

ら
、

一

寸
逑
て

置
く
。

一
、

來
年
の
一

月
頃
か

ら

本
誌
上

に

日

本
産
の

魚
類
圖
説

を
出

　

す

心
組
で

あ
る

が
、

重
に

當
大
學
所
藏
の

標

品
叉
は

余
の

探

　

集

中
の

者
に

依
る

積
り
で

あ

る

が
、

地
方
に

依
b
て

多
少
の

　

變
化

も

あ
ら
う
、

叉
分

布
上

面
白
き
こ

ご

も
あ

ら
う
か

ら
、

　

若
し

地
方
よ
b
御

寄
逶
下
さ

る

云

を
得
ば

、

成
る

丈
け

地
方

　

よ

り

産
出
せ

る

標

本
に

依
b
て

圖

寫
し

、

爻
は

種
々

の

御
報

　

告
等
を
も

報
告
者
の

姓

名
ご

共
に

刻
記
す
る

積
b
で

あ

る

か

　

ら
、

戒
る

べ

く
御
寄
遘
を
願

ひ

度
ひ

の

で

あ
る

、

夊
大
形

の

　

者
よ

り

も
小

形
の

者
、

礁
魚
の

類
、

大
形
に

生

長
す
る

者

に

　
て

も
、

そ

の

幼
者
等
は

割

合
に

集
め

易
く

海
水

産
の

み

で

な

　
く

、

淡
水

産
の

も

の

も

掲
載
す
る

か

ら
、

何
れ

で

も

宜・
し

い

　
の

で

す
、

又
此
の

頃

藤
田

、

大
瀧

、

臼

暮
諸
氏
の

合
著
に

か

　

　
　

　

　

魚
類

概
設
（

田
中

）

堂

る

日

本
魚
類
圖
説
が

裳
華

房
か

ら

發
行
さ

れ

て

居
る

が
、

是
れ

は

重
に

大

形
の

者
、

重

要
縄

濟
魚

類
で

あ

る

か

ら
、

余

は

先
づ

小
形
の

魚

類
か

ら
書
く

積
り
で

あ
る
、

叉
珍
乙

き

魚

類
な

ざ

地
方
よ

b
發
遘
せ

ら
る

圭

こ

ご

あ

ら

ば
、

戒
る

丈
早

ぐ

本
誌
上

に

掲
載
し

、

そ
の

好
意
に

酬
ふ

る

考
へ

で

あ
る
。

、

標

品
は

成

る

丈
け

破

損
せ

諏

様
氣
を
付
け
る

は

無

論
で

あ

る

が
、

取
つ

ヤ
∬

黒

へ

蔚
赫

戔

を
什
卩

け
る

に

は
、

ア

ル

コ

オ

川

漬

な

ら
ば

左
程
の

注

意
を

も
要
せ

蹲

の

で

あ
る

が
、

ホ

ル

マ

リ

ン

漬
に

す
る

ご
、

非

常
に

稀

薄
に

し

た

水
溶

液

で

あ
る

か

ら

符
箋
が

破
れ
て

バ

ラ

！
丶

こ

な
り
、

折
角
の

苦
心
も
水

泡
に

歸

す
る

故
に

、

こ

の

時

に

は

必
す
晒

木
綿

、

寒
冷
紗

、

金

巾

な
ご
へ

濃
き
日

本
墨
で

明
に

書
く

か
、

叉
は

板
の

薄
き
者
へ

墨
か

鉛
筆
か

で

書
く
の

が

宜
・
し

い

の

で

あ
る

、

ア

川

コ

オ

川

漬
な

ら
ば

鳥
の

子
紙
へ

墨

夊
は

鉛
筆
で

書
て

も

宜
・
し

い

が
、

・

ζ
リ

ン

漬
は

鳥
の

子
紙
で

も
不
成
蹟
で

あ
る
、

鑠
齢

井
識
仰

継

邸

鵜
儼
鴬

辮

他
の

紙
類
や
こ

れ
に

イ

ン

キ

で

書
く
こ

と

な
ご

は
、

孰
れ
の

液
で

も

良
く
な
い

か

ら
注

意
す
べ

き
こ

ご

で

あ
る
〇
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魚
類
概
諡
（

田

中
）

　
一

、

普
逋
に

は

異
な
つ

て

居
る

‘

思
ふ

者
も

、

同
種
で

あ
つ

た

　

　
り
、

同
種
ε

思
ふ

者
も

違
ふ

こ

ご

が

あ

る

か

ら
、

少
し

で

も
逹

　

　
ふ

ε

思
ふ

も

の

は

等
閑
に

附
せ
阻

様
に

せ

ね

ば

な

ら
漁

。

　
一

、

尤
も

簡
便
の

集

め

方
は

人
々

貯
へ

置
の

方
を

亞

鉛

箱
こ

　

　
し
、

御
發
逡

下
さ

る

弖

方
を
石
油
の

閉

鑵
ご

し
、

雨
方
へ

同

　

　
番
號

を
付
け
て

置
け
ば

、

圜
説
の

出
る

に

從
ひ

段
々

に

明

瞭

　

　

憙
り

ま
す

。

鑼
講
導
窮
髏

黷
黔
餮
羣
鷸
斃
鬟

　

　
か

叉

は

符
箋
を
二
、

三

個
付
け

　

　
て

置
い

て

も
宜

し

い

の

で

ず
。

　

　
　
　
（

四
）

魚
類
に

對

す
る

古
來
學
者
思

想
の
一

斑
（

續
）

衣
で

ミ

ュ

ゥ

レ

ル

氏
が

、

キ
ュ

ビ

エ

…

氏
の

分

類
を
改
正

し
て

發

表

・
し

だ

る

者
は

、

餘
程
進

歩
し
て

居
る

か

ら
、

稍
≧

詳
・
し

く

逋
べ

て

見
れ
ば

次
の

逋
り
で

あ

る
。

綱
魚

類

＊

第
一

亞

綱
　
肺
魚
類

　

　

第
一

目

　
角
齒
類

　

　
　

第
一

科

角
齒

科

　

第
二

亞
綱

硬
骨
類

　

　

第
一

目

硬
鰭

類

第
一

科

第
二

科

第
三

科

第
四

科

＊

第
五

科

第
⊥

ハ

科

＊

第
七
科

第
入

科

第
九
科

第
＋

科

す
じ

き

科

つ
ヵ

ク

ゥ

オ

科

鯛
科

コ

　
ベ

花
魚
科

戰
鬪
魚
科

ボ

ヲ鰡
科

ノ

タ

カ

ン

ス

ス

科

サ

バ鯖
科

ウ

チ

ワ

グ

イ

科

タ
　

チ
ノ

ウ
オ

太
刀

魚
科

　
ハ

　
セ

第
＋
一

科

第
＋
二

科

　

第
十
三

科

　

第
＋

四

科

第
＋
五

科

第
二

目

　

第
一

亞
目

　
　

第
】

科

沙

魚
科

ギ
ン

ポ

沙
鯤
科

ア

ソ
コ

ウ

鮟
鱇
科

ニ

ザ

ダ

ヒ

科

ヤ
が

ヲ
鮃
魚
科

軟
鰭

類

　
　
腹
鰭
を

有
す
る

も
の

　
　
タ
　

ラ

　
　
太
口

魚
科

．
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カ
レ

イ

　
　

第
二

科

　
鰈

科

第
二

亞

目

腹
鰭
な

き
者

　
　

　

　
　
　
イ

タ
チ

ウ
オ

　
　
第
｝

科

　
鼬

魚
科

第
三

目
　
喉

顎
類

　
第
】

亞
目

　
　
第
一

科

　
　
第
二

科

　
　
第
三

科

　
第
二

亞
目

　
　
第
一

科

第
四
目

　
第
一

亜
目

　
　
第
一

科

　
　
第
二

科

　
＊

第
三

科

　
　
第
四

科

　
＊

第
五

科

　
＊

第
六
科

硬
鰭
喉

顎
類

　

　

　
ベ

　

テ

圓
滑
鱗
倍
良

科

　

　

　
ベ

　
ヲ

櫛

齒
鱗
倍
良
科

ゴ

ン

ゴ

ロ

オ

科

軟
鰭
喉

顎
類

ザ

　
ソ

　
マ

秋
刀

魚

科

喉

鰾
類腹

鰭
腹
部
に

ゐ

る

も

の

鯰
科

鯉

科

カ

ラ

シ

ヌ

ス

科

メ

ダ

カ

丁

班

魚
科

チ

プ

リ

ノ

ド

ン

科

モ

ル

ミ

ル

ス

科

魚
類
概
設
（

田

中
）

　
　

＊

第
丁

七

科

　
ガ

ラ

キ

シ

ア

ス

科

　
　

　
　
　

　
　
サ

ク

　
　

　

第
八

科
　
鮭
科

　
　

　
　
　

　
　
エ

　
　

ソ

　
　

　
第
九
科

　
狗
母
魚
科

　
　

　
　
　

　
　
イ

ク
ン

　
　

　
第
＋

科
　
鰯
科

　
　

＊

第
＋

萪

・

ン

プ

ヲ

オ

プ

シ

ス

蕊
錨
濫
鮮

鯑

　
　

第
二

亞

目
　

鰻
形

類

　
　

　
第
十
二

科

ナ

グ

科

　
　

＊

第
十

三

科

　
電

氣
鰻
科

　
　

＊

第

＋

四

科

シ

ン

ブ

ラ

ン

ク

ス

科

　
第
五

目

　
固
顎

類

　
　

　
　
　
　
カ
バ
ヘ

ギ

　
　
第
一

科

鰕
魚
科

　
　
第
二

科

　
ハ

コ

フ

グ

科

　
　

　
　
　
　
フ

グ

　
　
第
三

科

　
鰒
科

第
六
目

　
聽
鰓
類

　
　

　
　
　

タ

ツ
ノ

オ
ト

ジ
ゴ

　
　
第
一

科
　
海

馬
科

第
三

亞

綱
　
硬
鱗

類

第
一

目

　
完
骨

類

　
＊

第
一

科

　
レ

ビ

ド

ス

プ
ゥ

ス

科

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
三

●
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＊

第
二

科

　

第
二

目

　

　

第
一

科

　

＊

第
二

科

第
四

亜

綱

　

第
一

目

　

　
第
一

亞

目

　

　

　
第
】

科

　

　
＊

第
二

科

　

　

　
第
三

科

　

　

　
第
四

科

　

　

　
第
五

科

　

　

　
第
六

科

　

　

　
第
七
科

　

　

　
第
入

科

　

　

　
第
九

科

　

　

　
第
＋

科

　

　
第
二

亞

目
魚
類
概
誼
（

田

中
）

　
ボ

ソ

プ

テ

ル

ス

科

軟

骨
類

　
テ
ゥ

ザ
メ

　

鱒

科

　
ス

パ

チ
ュ

ラ

リ

ア

科

板
鰓
類

横
口

類

　

　
サ

メ鮫
類

ナ
ス

カ

ザ

メ

科

ニ

ク

チ

タ

ン

ク
ス
紺
科

ア

プ

サ
メ

畜
鯊
科

ヲ

ナ

ガ

ザ
メ

科

モ
コ

ザ
メ

虎
頭
鯊
科

皮
齒
科

（

騾
羅
瓢
簇
蕩．
諾

繍

釁
譲

．〜
）

油
鮫

科

ボ

オ

ズ

ザ
メ

科

ヨ

ロ

ヒ

ヂ
ズ

鎧
鮫
科

カ
ス

ザ
メ

扁

鯊
科

ヱ

　
　

ヒ

海

鷂
魚
科

　

　
　

第
＋
一

科

　

　
　

第
＋
二

科

　

　
　
第
十
三

科

　

　
　
第
＋
四
科

　

　
　
第
＋
五
科

　

　
　
第
＋
六

科

　

第
二

目

　

　
第
】

科

第
五

亞

綱

　

第
一

目

　

　
第
一

科

　

第
二

目

　

　
第
一

科

第
六

亜

綱

　
第
一

目

　

　
第
】

科

　

　

　
　

　

　
　

四

ス

カ

チ

ノ

ラ

ゲ
イ

科

シ

ビ
レ

エ
ヒ

痲
魚

科

カ
ス

ペ

鮃
科

ズ

ゲ

イ

科

ト

ビ

エ

ヒ

鷄
子

魚
科

イ

ト

マ

キ

エ

ヒ

科

大
頭
類

　
ギ

ン

ザ
メ

科

圓
口

類

杢
ロ

蓋

類

　
ヤ
ツ
メ

ウ
ナ

ギ

　
入
目

鰻
科

不
全
口

蓋

類

　
メ

ク

ラ

ゥ

ナ

ギ

科

細
心

類

ナ

メ

ク

ジ

ウ

オ

類

　
ナ

メ

ク

ジ

ウ

オ

科

◎

右
の

内
で

科
名
の

上
に
崇

印
の

あ

る

は

日

本
に

産
せ

な
い

も
の

で

す

こ

の

分

類
法
は

頗
る

進

歩
む

陀

者
で

、

後
に

明

治
四

年
に

な
つ

6
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て
、

セ

ラ

ト

ヅ
ス

が
ヲ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

で
、

發
見
さ

れ
て

分
學

類

上
一

大
光
明

を
與
へ

だ
、

何
故
か

ビ

云
ふ

ど

今
迄

吾
人

に

知
ら
れ

て

居
る

現

存
の

硬
鱗
類
中
の

魚

類
に

、

色
々

説
明

的
の

連
絡
を

與

へ

、

又
不
明
瞭
で

あ
つ

た

化

石
魚

類
に

解
釋
を

與
へ

た
か

ら
で

あ

る
。

こ

の

後
は

色
々

の

研
究
者
が

輩
出
し
て

、

色
々

の

方
面
か

ら

色

々

の

意
見
で

分
類
を
試
み

ん
ご

む
て

居
る

、

是
れ

は

近
代
研

究
の

部
に

入

る

か

ら
別
に

項
を
設

け

て

述
ふ

る
Q

又

魚
類
の

學
問
は

、

分

類
の

み

を
以

て

了
る

者
で

な
い

、

發
生

、

生
理

、

組
織

、

生

態
等
勵
物

學
上

論
す
る

こ

ざ

は

凡
て

論

す
べ

き

筈
で

、

叉
前
に

も
一

寸
ご

言
つ

て

居
い

セ

逋
り
、

是
れ

等
思

想
の

變
邏
も

種
々

で

あ
る

か

ら
、

、

是
れ

も

特
に

項
を
設
け

て

段
々

に

述

ぶ

る

積
り

で

あ
る
Q

　

　

　
　
（

五
V

魚
學
の

説
明

魚
學
ご

は

原
名
を

英
語

で

ト

。

耳
ξ
c一
。

塁

ご

云

ひ
、

佛

蘭
西
語
ざ

獨
逸

語

で

は

共
に
H
。

ぎ

ξ
90

σQ

δ

ざ

書
く

が

只
各
そ
の

國

特
肩
の

發
音
を
す
る

點
の

み

異
な
る

の

で

あ
る

、

語

原
こ

し
て

は

希
臘
語

の
「

イ

ク

ソ

ス

」
へ

魚
の

義
）

ご
、

「

ロ

ゴ

ス

」
（

説
論
の

義
）

ざ

云
ふ

字

か

ら
出
來
た

の

で

あ
る

、

魚

學
は

動
物
學
の

一

分
科
で

あ
る

か

ら

　

　

　
　

　

　

魚
類

概
諡
（

田
中
）

大
體
に

云
へ

ば

魚
類
に

關
す
る

百

般
の

事
柄
を

、

動
物

學
的
に

論

逋
す
る

の

で
、

前
項
に

も
一

寸
ビ

云
つ

だ

逋
り
、

形
態

、

生
埋

、

生

態
及
應
用
等
諸

般
の

こ

ご

に

説
明
を
與
ふ

る

こ

ご

に

務
む
る

學

科
で

あ
る
。

　

　

　
　
（

六
）

魚

類
の

現
出

魚
類
が

初
め

て

此
の

地
球
上
に

現
出

し

た

の

は
、

現

世
よ
り

も

餘

程
以

前
で

、

地
質
學
で

云
ふ

處
の

古
生
代
で

も

古
い

時

代
で

あ

る

處
の

志
留

利
亜
紀
に

見
る

こ

ご

を
得
る

の

で
、

そ

れ
は

骨

板
の

破

庁
や

、

鰭
刺
な
ご

が

化
石
こ

な
つ

て

地

層
中
に

深
く
埋
つ

て

居
る

の

で

知
れ
る

の

で

あ
る

、

最
も

古
く

現
わ

れ

だ

者
は

、

甲

胃
魚

類

の

骨

板
の

一

部
及
び

鮫
の

鰭
の

一

部
で

あ
る
）

　

　

　
　
（

七
）

魚

類
の

分

類

分

類
ご

云

ふ

こ

ご

は
、

澤
山
あ
る

者

を
識
別

し

易
か

ら
・
し

む
る

爲

め

類
似
の

點
、

特

質
等
を
考
へ

て

排
列

す
る

こ

ご

で

あ

る

が
、

單

に

順
序
よ

く

拜
べ

る

の

み

で

な

く
、

進
化
説
を

し
て

眞
な

る

も
の

ε

せ

ば
、

そ

の

系
統
的
關
係

、

即

ち
親
疎
の

系
圖
を
も

同
時
に

示

す
者
で

あ

る
、

若
し

勝
手

に

銘
々

が

分
か

り

易
く

便
利
に

分
類
す

る

な

ら

ば
、

全

く

逕

化
詭

及

動
物
學
の

研

究
範
圍

を
股
す
る

か

ら

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
五
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魚

類
概
凱
（

田

中
）

所

謂
人
爲
分
類
な
る

も
の

に

な

る

の

で

あ

る
、

さ

れ
．

ε

強
ち

自
然

分

類
の

み

が

用
ゐ

ら

れ
て

居
る

の

で

な

く
、

研

究
の

方

面
に

よ
つ

て

は
一

時
便
利
上

、

又
は

分

類
の

時
に

て

も
一

局
部
丈
け

便
利
上

人

爲
分

類
を
用
ふ

る

こ

ご

が

あ
る
。

さ

れ

ざ

實
際
の

研
究
・

｝
し

て

は
、

自
然
分

類
法

を
用
ふ

べ

き
筈
で

あ
る

か

ら
、

そ
の

方
法

の

大
賂
を
言

ふ

に

先
つ

て

考
ふ

べ

き

こ

ご

は
、

魚

類
に

限
ら

す
何
の

動
物
で

も
、

體

質
の

部
分
に

よ
つ

て

種

々

に

變
じ

易
き

者
ご

、

然
ら

ざ

る

者
ビ

あ
る
、

例
へ

ば

金
魚
の

如

き
飼
養
動
物
に

な

る
ズ

ニ

個
宛

色
彩
が

相
違
む
て

居
る

が
、

皆
そ

れ

ぐ
別
種
で

は

な
い

、

海
中
に

自
由
に

棲
息

し

て

居
る

魚
類
に

な
る

ご
、

多
く
は

色

彩
が

變
れ

ば

種
類
の

相
遠
す
る

者
が

多
い

、

別
種
で

あ

る

こ

ご

は

色
彩
の

み

で

な
く
、

他
に

別
種
こ

す
る

理

由

を
具
ふ

る

か

ら
で

あ

る
、

さ

れ

ご

海
中
な

ご

に

あ
る

者
は

、

色
彩

上

多
少
の

相
違
は

別

種
ご

す
る

價
値
の

な
い

者
も
あ
る
、

一

髓
飼

養
動
物
は

種
々

に

變
化
す
る

者
で

、

非
常
に

相
逹
・
し

て

居
る

如
く

見
え
て

も

徇
ほ

別

種
ご

す
る

こ

ご

の

出
家
a
者
が

多
い

、

夫
の

金

魚
で

も
、

リ

ウ

キ

ン

や
、

メ

タ

カ

や
フ

キ

ン

や
、

ラ
ン

チ

ウ

な
ご

は
】

寸
見
て

も

非
常
に

相

違
し
て

居
る

か

ら
、

互

に

別
種
で

あ

り

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

六

さ

う
で

あ
る

け

れ

こ

も
、

徇
ほ

同
種
で

研
究
上
か

ら
は

先
づ

變
種

位
の

相
違
乙
か

認
れ

ら
れ

躍

の

で

あ
る
。

以

上

の

如
く

變
化
し

易
き

部
ご

、

變
化
亡
が

た

き

部
ご

は
、

魚
類

に

依
て

相
違
し

、

夊

變
化
の

程
度
も

非
常
に

相
違
が

あ
る
、

背
鰭

の

數
は

餘
程

變
じ
が

た

き

者
で

あ

る

が
、

ス

い

キ

な

ご

は

そ
の

硬

劇
部
も

軟
剰
部
も
共
に

各
一

、

二

個
の

相
違
が

あ
る

、

鮭
な

ざ

は

至
つ

て

變
じ

易

き

部
が

多
く

て
、

分
類
上

非
常
に

困
難
な
る

種
類

で

あ
る

が
、

そ

の

脊
椎

の

數
は

變
化
が

多
い

、

凡

そ
脊
椎
な

ご
は

殆
ご

分
類
上

標

準
の

尤

も

確

な
る

も
の

で

あ
る

が
、

鮭
類
で

は

斯

く
の

如
く
で

あ
る

炉

ら
、

他
の

特
徴

諸
點
を
大
に

參

考
に

せ

ね
ば

な
ら
沁

。

さ

て

魚
類
を

分

類
す
る

標

準
の

重
な
る

者

は
、

次
の

遖
り

で

あ
る
っ

（

甲
）

骨
骼
諸

點

　
一

、

頭
骨

　
全

體
及
各
骨
の

形

献
、

關
節
關

係
、

骨
の

數
等

。

　

　
齒

　
其
の

存

在
の

部
分

、

癒
合
の

程

度
（

他
骨
こ

の

癒
台
程

　

　
度
又
は

齒
ご

齒
ご

互
の

癒
合
程
度
）

、

數
、

形

状
等

。

　

　
殊
に

吻
の

工

合
、

上
下
の

顎
骨
の

工

合
、

鰓
弓

、

鰓
蓋

等
〇

　
二

、

脊
椎
　

形
款

、

數
等

。
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肋
骨
等
も

分
類
上

肝
要
の

點
で

あ
る
。

（

乙
）

鰭
　
是
に

は

種
々

の

點
を
觀

察
す
べ

き
て

め
る

が
、

其

中
で

　

も

腹
鰭
の

位
置
ご

其

刺
數

、

背
鰭
ざ

臀
鰭
も

次
で

胸
鰭
も
、

最

　

後
に

尾
鰭
も

觀
察
す
べ

き
點
で

あ

る
。

（

丙
）

内
臓
諸
部

　

殊
に

心
臓
淌
化

管
の

長
、

幽

門
、

盲
膓
の

形

状
ご

數
、

繁
殖
方

法

　
（

胎
生
な
る

か

卵
生
な

る

か
）

。

（

丁
）

體
、

諸
部
の

大
さ

の

比
例

　

そ

の

外

鱗
の

大
さ

、

形

朕
、

其
數

、

側

線
の

走
向
工

合
、

胸

鰭
や

尾

　

鰭
、

色
彩
等
も

其
れ

く
注

意
す
べ

き

者
で

生

活
場
所
や

、

常

　

食

品
の

種
類

、

性

行
等
は

分

類
上
の

觀
察
點
ε

迄
は

行
か

盟

が
、

　

多
少
參

考
せ

ね

ば

な

ら
阻

。

さ

て

ギ
ュ

ン

テ

川

氏
の

分

類
は

次
の

逋
り

で

あ
る
。

魚
類

　

第
一

亞
綱

　
古
生

魚
類

　

　

第
一

目

軟
骨
魚
類

　

　
　

第
一

亞
目

横
口

類

　

　
　
　

甲
　
鮫

類
　
十

科
を
設
く

　

　
　
　

　
　

魚
類
概

諡
（

閃

申
）

舮

　

　
　
　
ヱ

　
ヒ

　

　
乙

海
鷂
魚
類

亠

ハ

科
を

設
く

　

第
二

亞
目

　
大

頭
類
　
一

科
を
設
く

第
二

目

　
硬
鱗
頻

　

　
第
一

亞

目

　

　
第
二

亞

目

　

＊

第
三

亞
目

　

　
第
四

亞

目

　

＊

第
五

亜

目

　

客

第
六

亞

目

　

＊

第
七
亜
目

　

。

第
八

亞
目

第
二

亞

綱

　

第
一

目

　

　
第
一

亜

目

　
　

窮
二

亞

目

　

＊

第
三

亞
目

　

＊

第
四

亜
目

　

　
第
五
亜

目

楯

皮
類
（

化
石
に

て

現
存
魚

類
で

な

い
）

棘
魚

穎
（

同
上
）

肺
魚

類
　
三

科
を

設
く

　
　
　
　

　
テ

フ
ザ
メ

軟
骨
硬
鱗
類
（

鯖
魚
類
〉

　
二

科
を
設

く

ポ

リ

ブ

テ

ル

ス

類
　
四

科
を
設
く

ピ

ク

ノ

ド

ン

ツ

ス

類

　
二

科

を
設
く

レ

ビ

ド

ス

テ

ウ

ス

類

　
七

科
を
設
く

ア

ミ

ア

類

　一
二

科
を
設
く

硬
骨

類

硬
鰭

類ス

ヤ

キ

類
　
十

科
を
設
ー

キ

ン

メ

ダ

イ

類
　
一

科
を

設
く

ク

ル

ツ

ス

類
　
一

科
を
設
く

」
ホ

リ

子

ム

ス

粨
耕

　

一

科
を
邪

賦

く

イ
シ
モ

チ

石
首
魚
類

　
…

科
を

設
く

　
　
　

　
　
　

　
　
　
七
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魚

類
概
読
（

田

中
）

　

　
　

　

　
　
ヵ
ヂ

キ

　
籠
工
ハ

亞

目
　
　
旗
蕾
塒

粨
斟

　

　一

科
・
伊
銃
祺

ー

　

　
　

　

　
　
タ

　

キ
ノ

ウ
オ

　

第
七
亞
目

　
大
刀

魚

類

　
二

科
を

設
く

　

　
　

　

　
　
ゴ

チ

　
　
サ
メ

　

第
八

亞
目
　

鯒
、

鯖
類
　
十
五

科
を
設
く

　

　
　

　

　
　
ハ

　
ゼ

　

第
九
亞

目

　
沙
魚
類

　
二

科
を

設
ー

　

　
　

　

　
　
ギ
ソ

ポ

　

第
十
亞

目
　
　

沙

鮠
類
　　
亠

ハ

科
を
孰
訊

く

　

　
　

　

　
　
　
ボ

ヲ

　

第
十
一

亞
目

　
鰡
類

　
三

科
を
設
ぐ

　

　
　

　

　
　

　
ヤ

が

テ

　

第
十
二

亜

目
　

篝
魚

類
　
二

科
を
設
く

＊

第
十
三
亞

目
　
セ

ン

ト

リ

ス

ク

ス

類
　
一

科
を
設
く

　

第
十
四
亞

目
　
ゴ

ビ

エ

ソ
ッ

ク

ス

類
　
　一

科
を
設

く

　

　
　

　

　
　

　

　

癌

鴇
脚
体

犠
蘇
蹂
獣

黎
を

）

＊

第
十

五
亜
目

　
オ

ヒ

オ

セ

ハ

ル

ス

類
　
一

科
を

設
く

＊

第
十
⊥

ハ

亞
目
　

戰
鬪
魚
類
　
二

科
を

設
く

　

第
十
七
亞

目

　
ロ

ホ

テ

ス

類
（

ア

カ

ナ
マ

ダ

類
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　一

科

を
設
く

　

第
十
入
亞
目

　
ト

ラ

キ

ブ

プ
ル

ス

類
（

翻

献

儺
呪
硝

郷
鱇
数
偽
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　一

科
を
設

く

＊

第
十
九
亜

目
　
ノ

タ

カ

ン

ス

ス

科

　
一

科
を
設
く

第
二

目

　
喉

顎
類

　
四

科
を
設

く

入

第
三

目

　
軟

鰭
類

　

　

　
　

　

　
タ
　
　

ヲ

　

第
一

亞
目

大
ロ

魚
類

四

科
を

設
く

　

　

　
　

　

カ
レ

イ

　

第
二

亜
目

　
鰈

類
　
一

科

を
設

く

　
第
四

目

　
第
五

目

　
第
亠

ハ

目

第
三

亞

綱

第
四

亞
綱

喉

鰾
類

總
鰓
類

固

顎
類

圓
口

類

細
心

類

三

十
一

科
を

設
く

二

科
を
設

く

二

科
を

設
く

二

科
を
設

く

一

科
を

設

く

　

　
　
（

右
の

内
で
＊

印
の

者
は

日

本
に

産
せ

ざ

る

こ

ご

を
示

し

た

　

　
　
の

で

あ
る

）

是
れ

は
ギ

ュ

ン

彳！

ル

氏
の

魚
類
啓
蒙
（

明
治
十

三
年

版
）

に

依

れ

る

者
で

、

こ

の

書
物
は

こ

の

前
に

十
一

年

間
の

長
日

月
を
か

け
て

明

治
三

年
に

終
つ

た
る

、

同
氏
の

英
國
博
物

館
魚
類
目
録
八

冊…
ご

共

に

世
上
か

ら
は

餘
程
重

寳
が

ら
れ
て

居
る

の

で

あ
る

、

今
に

て

も

省
ほ

こ

の

魚
類
目

録
を
標

準
ご

す
る

者
が

多
く
、

此
の

書
物
の

分

類
上

の

標

準
も
、

非
常
に

穩
當
で

あ

る

か

ら
、

先
づ

分

類
上

上

乘

中

の

者

で

あ
ら

う
、

そ

の

後
明

治
二

十

入

年
に

、

右
の

英
國
博

物

館
魚

類
目

録
第
二

版
こ

し
て

ブ

ラ
ン

ジ

ェ

ー

氏
が

擔
當・
し

て
、

出
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版・
し

初
め

セ
が

未
だ

第
一

冊…・
し

か

發
表
し
て

な
い

、

こ

の

目

録

　

　
は
前
版
よ

り

も

餘
程
改
良
さ

れ
、

且
記

事
の

壻
補
も

多
く
、

殊
に

　
　

種
類

剣
定

上
必

要
な

る

骨
儲
に

重

き
を
置
い

て

記

載
せ

ら
れ
て

居

　

　
る
、

こ

の

懇
は

、

ス

ぐ

キ

科
の

み

を
記
載
し
て

あ

る

が
、

そ
の

數

　

　
は

三

百
七
十
四

種
で

あ
る

、

前
版
の

岡
科
の

者
は

記

蔵
せ

る

者
四

　

　
百
七
十
三

種
、

記

載
が

な
く
て

種
名
丈
け
列
記

せ

る

者
百
十

九
種

、

　

　
都
合
五
百
九
十
二

種
で

あ
る

か

ら
、

第
二

版
の

方
は

餘

程
戚
少
し

　

　
て

居
る

の

は
、

異
名
の

者
を
も

同
種
ε
・
し

て

合

併
し

、

不
完
全
な

　

　
る

者
や

、

不
明
暸
な

者
を
も

省
い

た

か

ら

で

あ
る
、

さ

れ

ご

も

新

　

　
種
を
増

補
し
た

數
も

少
な

く

な
い

、

有
名
な

亞
米
利

加
の

魚
學
者

　

　
ヂ
ヨ

オ

〃

ダ

ン

貰
も
分

類
に

詳
し
い

人
で

あ
る

が
、

稍
、

》

科
や

屬

　

　
を

多
く

設
け
過
ぎ
る

と

の

譁
剣
で

め
る

、

さ

れ

こ

も
同
氏
は

同
氏

　

　
及
エ

バ

ア

マ

ン

氏
共
著
の

亜
米
利
加
魚

類
の

序
文
に

言
つ

て

あ
る

　

　
如
く
、

故
意
に

亞

屬
を

多
く

設
け
た

樣
子
で

あ

る
、

前
に

逋
べ

だ

プ

　

　
ラ

ン

ジ

エ

ー

氏
は

骨
骼

諸
點
よ

り

の

研

究
を

省
ほ

多
く

　
め

て
、

　

　

終
に

硬
骨
魚

類
丈

の

分

類
は

倫
敦
で

發
府

す
る

ギ
ュ

ン

プ

ル

氏
な

　

　
、

亡

の

監

督
の

博
物

學
雜

誌
（

〉

嘗
巳
・・

爭

巳

冨
謎
農
ぎ
。

。
h

客
碧
纛
3

恥

コ

琴
笨
年
＝

万
發
行
）

の

中
に

嚢
し
て

あ
る

が
、

日

疋

れ
は

餘

α

　

　

　

蠡

霙
累
）

程
宜
・
し

い

分

類
法

ご

思
ふ

か

ら
、

逋
べ

て

見
れ

ば

次
の

逋
り
で

あ

る
、

　

目

　
硬
骨
魚
類

　
　

第
一

亞

目

　
ζ
尊
rc

（）｝

惹
塁
σ q

ま
鮭

、

イ

ワ

シ

等

を
含
む
も
の
）

　
　
　
二

十
一

科

を
設
く
、

内
⊥

ハ

科
は

化
石
の

み
に

由
て

來
る

者
。

　
　

第
二

亞

目

　

（

ζ

聟
ξ
ξ
・

二

鰹
、

鯰
等
を
含

む
も
の
）

六
科

　
　
　

を
設
く

　
　

第
三

亞
目

　
エ

） ・回
三
ご．…
≡
穿
＝

（

日

本
に

産
せ

ざ
る

者
）

二

科
を

　
　
　

設
く

　
　

第
四

亞
目

　
〉｝
o

｝
玖

鰻
、

ナ

グ

等
を
含
む

）

五

科
を

設
・

丶

　
　

第
五
亜

目

　
】

剛

三）

ζ
三

（

日

本
に

も

産
す
）

十
四

科
を
設

く
、

　
　
　

内
二

科
は

化

石
の

み

に

出
て

來
る

者

　
　

第
六
亞

目

　
｝

ナ

8
き
旨

（

日

本
に

も

産
す
）

五

科
を
設
く

、

内

　
　
　
一

科
は

化
石
の

み

に

出
て

來
る

者

　
　

第
七
亜

目
　
O・
き
c
。。｛
 

o

ヨ一
（

ヤ

ガ

ラ
、

ウ

ミ

プ

ン

グ

等
タ一

含
む

　
　
　

も
の
）

十
一

科
を
設
く
、

内
一

科
は

化
石
の

み

に

出
で

來

　
　
　

る

者

　
　

第
入

亞

目

　
旨

、

9
ぎ
き
oo

玖

鰡
、

カ

マ

ス

等
を

含
む

も

の
）

十
二
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魚

類
概
訛
（

田

中
）

　
　

　

科
を
設
く

　
　

第
九
亞
目

　
掛

暴
。

胆

9
三
三

（

大
ロ

魚
等
を
含
む
も

の

と
二

科

　
　

　

を
設
く

　
　

第
十

亜

目

　
〉
。

窪
慈
。

営
Φ

藁

讐

　
　

　

　

第
一

囁

℃
。

轟
。

§
。
・・

（

ス

ヤ

キ
、

キ

ス

、

鯛
、

プ

ダ

　
　

　

　
　
づ

、

ウ
、、、

タ

ナ

ゴ

、

ベ

ラ

等
を

含
む

も
の
）

三

十
⊥

ハ

　
　

　

　
　

科
を

設
く

　
　

　

　
第
二

區

訟

8
巳
三

§
・

霧
（

ア

ヂ
、

サ
バ

、

カ

ヂ

キ

等

　
　

　

　
　
を
含
む

も

の
）

九
科
を
設
く

　
　

　

　
第
三

匿

　
塗、
。

島
。

巳
昌

（

マ

ト

ダ

イ
、

カ

レ

ヒ

の

類
）

三

　
　

　

　
　
科

を
設
く
、

内
一

科
は

化
石
の

み

に

出
で

來
る

者

　
　

　

　
第
四

區

　
一

（

篝
窪
9．
…

塗

（

日

本
に

産
せ

す
）

一

科
を

設

　
　

　

　
　
く

黌
匯
藍

ー−
〕

第
五
區

O
。｝
〕

募）

蕁
ρ

ゑ
ハ

ぜ

類
）

一

科
を

設
く

　
　

　

　
第
亠

ハ

區
　

凵

）
h
訟

oOo29

｝

峯
一」

（

コ

バ

ン

ザ
メ

類
）

　一

科’
ぜ

設

　
　

　

　
　
　

く

　
　

　
　

笛”

七
瓱
　
もQc

冨
鬥

Ob

髯
皀

（

カ

ナ
ゴ

、

ア

ユ

カ

ケ
、

　
コ

チ
、

　
　

　

　
　
ホ

オ

ボ

ウ

類
）

十
一

科
を
設
く
，

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
一

〇

　
　

　

　

第
八

區

　
｝

讐

彰
窃

（

ギ
ン

ポ
、

メ

ガ

ネ

ウ

オ
、

イ

タ

チ

　
　

　

　
　

ウ

オ

類
）

十
五

科
を
設

く

　
　

　

　

第
九
區

　
已

窕
三

量
9
三

（

目

本
に

も

産
す
）

二

科
を

設
く

　
　

　

第
十
一

亞

目

　
○
賢

ジ

夢

韋
二

（

日

本
に

産
せ

す
）

一

科
を
設

　
　

　

　

く

　
　

　

第
十
二

亞

目

　
宀、冖

桑
〇
二】
 

其
ア

ン

コ

オ

類
）

五

科
を

設
く

　
　

　

第
十

三

亞

目

　剛
。

『

簿
o

讐
pe
副
二

　
　

　

　

第
一

區

　
ヱ（、

ゴ．
呈
β．

螽
（

の

コ

フ

グ
、

カ

ワ

ハ

ギ

類
）

四

　
　

　

　
　

科
を
設
く

　
　

　

　
第
二

區

　
（

｝

気

蓐
；

9c
”
受・
刀

（

フ

グ

類
）

三

科
を
設
く

右
の

分

類
は

故
意
に

原
名
を

用

ゐ

た

の

で

あ
る

、

其
れ

は

此

れ

丈

け

は

記
憶・
し

居
る

方
が

宜
か

ら

う
ご

思
ふ

か

ら

で

あ
る

、

叉
科
名

を

列
記

す
る

ご

頗
る

面
白
い

け

れ

ざ

も
、

餘
り

紙

面
を

費
す
か

ら

吻

逗冖
憾

な
が

ら
省
略・
し

5
梦
し

ヤ
る

こ

の

分

類
法

な

ざ

は

頗
る

完
全

で

あ
る

が
、

爾
ほ

分

類
學
上

研

究

す
べ

き
こ

ご

も

多
く
、

又
こ

の

分
類
法
に

當
て

は
め

る

に

し
て

か

ら
が

、

骨
骼
に

重

き
を

置
い

て

あ

る

か

ら
、

研

究
材
料
ご

し
て

の

魚
類
を

澤
山

備
へ

て

置
く
の

必

要
が

あ
る

譯
で

あ
る
。
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（

入
）

魚
の

數

上
部
志

留
利
亞
に

現
出・
し

陀

魚
類
は

硬

鱗
類
が

、

初
め

繁
殖
む
て

居
て

、

中
世
代
の

最

古
代

な

る

三

疊
紀
に

、

硬
骨

魚
が

現
れ一
初

め

段
々

盛
大
ε

な

つ

て
、

地

質
學
上

現
世
ご

云

は

る

3
部
に

至
っ

て

は
、

硬
鱗
類
は

非
常
に

減
じ
殆
ご

全
く

河

水

中
に

退

却
し
て

、

硬

骨

類
が

淡
贓
兩
水
に

跋

扈
し

て

居
る

の

で

あ

る

が
、

昔
か

ら

種

類

に

就
て

云
へ

ば

消
長
は

あ
る

が
、

魚
類
全

體
ご

む
て

は

左

釋
衰
へ

元

で

な
く
、

次

第
！
丶

に

盛
大
こ

な

つ

て

居
る

、

左
れ

共
現
時

の

節
足

類
や

、

鳥

類
以

上
の

高
等
動

物
に

較
べ

る

ご
、

勢
力
範
圍
は

狹
い

方
で

あ
る

が

兩

棲
類

爬
蟲
類
は

中
世

代
に

非
常
に

盛
大
で

あ

つ

陀
こ

ご

が
あ

る

が

今
は

非
常

に

衰
へ

て

遙
か

に

魚
類
な
ご

よ

り

も
繁
殖
の

有
様
は

少
な
い

の

で

あ

る
。

さ

て

魚
類
は

何
れ
の

土
地
で

も
、

水

中
に

は

必

す
多
少
生

活
し
て

居
る

し

生
れ

る

藪…
も

多
い

が
、

人
間

そ
の

他
の

外
敵
に

殺
さ

る

云

數
も

多
い

か

ら
、

到
底
そ

の

總
數
を

云

ふ

こ

ご

は

出
來
漁

が
、

種

類
ご
・
し

て

今
日

迄
に

世

界
に

發
表
せ

ら

れ

た

者
は

、

凡

そ
一

萬

二

千
種
以
上
は

あ

る
、

そ
の

中
で

日

本
に

産
す
る

者
は

、

千
百
種
許

b
あ
る

即

ち
世

界
産

出
魚
類
の

殆
ご

±
分

の
一

は

日

本
に

産
す
る

　
　

　

　

　

　

　
魚
類
概
設
（

田

中
）

譯
で

あ

る
、

地
球
全
表

面
か

ら
見
れ

ば
、

日

本

及
そ
の

近
海
は

僅

か

の

面

積
で

あ
る

が
、

魚
類
の

種
類
は

か

く

の

如

く

頗
る

多
い

の

で

あ
る
。

　

　

　

　
へ

九
）

日

本
に

て

魚
類
を

命
名
せ

る

者

か

く
日

本
は

魚
類
に

富
ん
で

居
る

（

種
類
に

於
て

も
、

個
數
に

於

て

も
）

の

で

あ

る

が
、

日

本
の

動

物
學
の

初
ま
り

が

ホ

ン

の

近
代

の

こ

ε

で

あ

る
・
し

、

從
て

魚
學
や

そ
の
一

部
分
な
る

分
類
な

ざ

に

注
意
・
し

初
め

た

の

も
、

此
の

頃
の

こ

ご

で

あ
る

か

ら
、

殆
ん

ざ

凡

て

は

外
國
八

に

依
つ

て
、

勅
め

て

吾
入

は

知
る

を
得
た

の

で

あ
る

が
、

爾
ほ
二

三

日

本
人
に

し
て

新

種
ご

己

て

發
表・
し

た

種
類
が

あ

る

か

ら
、

そ
れ
を
示・
し

て

見
る

ご

次
の

邇
り

で

あ
る
。

　
野

H

餐
三
〇

魯
冒】
き
同

p

｝）
器
三〔
梦

（

霞凶
龕
5

互
門

ご゜

　

　
（

是
れ

ほ

長
鼻
ギ
ン

ザ
メ

類
で

あ

つ

て
、

明

治
二

十
八

年

襞
行

動

物

學

雑
誌
第

七

卷

　

　
百
八

十
二

頁
に

箕
作

博
士
が

罫

三
。

笋

二
費・
葺
。

酔

と

し

て

發
表
し

れ
者

を
本

年

　

　
螢
行

大

羅
藝

筆
九

册
第

四

編
）

で

薯一・
恥・

三

ぎ
民
鷲
三

ぎ

き
塁
・
・ ．

ド

　

　
屬
毘

し

て

出
し

☆
か

ら
龠
名

者
に

括
孤

を

加
へ

置
い

六

の

で

あ

る
）

　

呼

ピ
〔

旨
。

£（〕｝
ぎ

覧
宀

託
5
嵩

H

。・

窪

劉
♂

養’

　
こG°

『

箋
8

σq

三
〇

“

〇

三
碧
H一

診
三

紆〆
奏・

　

　
（

以

上
二

種

は
三

十

四

年

發

行
、

動
物

學

彙
報

第
三

卷
第

四

母
に

石
川

博

士
が

琵
琶

　

　
湖

ポ
奨
る

桑
轟
料
の

種
類
に

就

毳
載
せ

耄
の
）

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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魚
類
概
覩
（

田

中
）

　

県

の

£
曽

b
鑑

爰
貯
吋
o
＝

戳
の

H
凶

置

三
＝

o
β

賓

ρ

　

　

（一
二

十

五

年
轡納
行
。

合

衆
繍
国

立
博
物
舶
即

蒲職
止

口

第
二

十
四

卷

に

ジ

ヨ

応

ダ

ン

氏
が
廿
君

せ

　

　

る

日

本
産

鮭

類
解

説

中

に
あ

る
も

の

に

て

九

州、

有

明

産
の

シ

ラ

ウ

ォ

の
一

種
に

　

　

就
て

岸
上

博
士
の

命

名
せ

る

も
の
）

　

　

　

・

　

撃

諺
同

αqo

暮
言
盛

印

貧

崑
壁
の

o

『

霽

図一
 

巨一
δ
鐸
く

ρ

　

　
（

ワ

カ

サ
ギ

科

中
の

者
で
、

越
中

富
山

灣
で

産
す

る
ニ

ギ

ス

と

稱
す

る

者

を

岸
上

博

　

　

士
の

命
名

せ

ら

れ

★

者
で

本

年
三

月

發
行
の

本
誌
第

十

六

卷
第

百

八

十
五

號
に

出

　

　

で

居
る

る
の
）

　

ρ
　
困

）

O
恥
O
酔

『
OO

ロ
ロロ

け

O｝
ド

ロ

玄
同

OH

ヱ

ぽ

貯
P
ノ

く

99

　

　
（

ト

ク

ビ

レ

巴

稱
し
冖

寸
ホ

オ

ボ

ウ
、

カ

ナ

ガ

シ

ラ

に

似
れ

樣
な

魚
で

北
海
道
よ

り

　

　

得

嚢

る

標

本
に

よ

り

て

石

川

博
土

の

命

名
し

戯

者
で

あ

る

が

本
年
壁
行
の

合
衆

國

　

　

立

愽

物
館
報
告

第
二

十
七

卷
に

、

ヂ

ヨ

ル

ダ

ン

及
ス

タ

ル

ク

ス

兩

氏

署
の

日
本
産

　

　

ト

ク

ビ

レ

類

解
設
中

に
あ

る

る
の
）

余
の

知
れ

る

處
で

は

先
づ

以

上

の

六
種
丈
け
で

あ

る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
（

未

完
）

（

附

言
）

　

魚
類
に

關

し

質

問
す

べ

き

箇

處

叉
は

拙
稿

中

誤

謬
と

思
は

る
ζ

場
所
あ

ら

　
ば

遠
慮

な
く

御

通

知
を

乞
ひ

謹

す

事
の

大

小
に

よ

り

邁

宜
に

本
誌

中

夂
鳳

私

信
と

　
致

し

て

御

答
解

致
し

ま
す

。

　
前

號
の

二

十
四

頁
上

段
三

行
に

「

あ

る

人
が

魚
の

尾

鰭
ほ

後

肢
に

相

當
す

る

者
か

　
と

質

問
し

ぬ
こ

ピ

が

あ

る

が
」

は

談

聞
に

て

實
際
の

質
問
は
「

鯨
の

尾
鰭
ほ

後

肢
に

　
相
當
す

る
者

な

る

か
」

と

の

質

問
に

て

魚
の

尾

鰭
を

後

肢
と

誤
認
ず

る

も
の

は

苟

　
6
愽
物
學
の
一

端
を

覗
へ

る

者
に

は

之
れ

な
き

筈
な

り

と

の

小

言
を

賜

は

弓
負

砂

　
謹
で

是
處
に

正

誤

し
ま

す

鯨
の

尾

鯖
は

後

肢
で

な
い

後
肢
ほ

別
に

明
に

あ

る

も
退

　
化

し
て

皮
下
に

隱
れ

て

居

り
ま

す
、

是
れ

等
の

鰭
の

類
似
比

較、

携

造、

作
用

等

　
は
U

過

々

に

逑
ぺ

ま

す
。

一

二

●
日

本
産
蛾
類
圖

説

（

⊥

ハ

）

三

　
宅

恒
　
方

記
載

を
な

す
に

當
り

て

初

學
者
の

爲
に

一

言
す
べ

き

こ

ご

あ

り
、

從
來

余
は

學
名
を

記

す
る

に

當
り
て

は
之
れ

が

異
名

Qな
団一一
〇

ξ
日

を
も
列
記
し

た
h・
Q

此
場

合
に

於
て

は
、

種

名
の

異
る

者
は

勿
論

、

種
名
は

同
一

な

b
ご

雖

屬
名
の

異
る

場
合
に

は
、

之
れ

が

命
名
者

（

記

載
者
）

は

勢
ひ

之
を

列

記
せ

ざ
る

を
得
す

。

た

こ

へ

ば

次
の

イ

ツ

ボ

ン

セ

ス

ジ

ス

潜

メ

に

見

る

如、
《
、

．【、｝
豈．
。

葺

言．
魯．【
三
ご

ト、
シ．

ミ
ロQ

讐
ピ
x

旨
二

畧
胃圃
コ

2

竃
§．
｝

等
に

於
て

見
る

如
し
。

然
れ

ご
、

も

若・
し

異

名
を

渕

記

せ

ざ
る

場
合
に

於
て

は
、

同
一

の

種
名
な

る

ご

き

は
、

其

屬
は

如
何

な
る

も
の

に

も
せ

よ
、

命
名
者
は

古
き

も
の

に

從
ふ

も

の

こ

す
。

則
．

一 ．
『

三．
o
冖冖．

二
診
翫

鼠尸
炉

竃
穹
け

ご

書

す
べ

き
も
の

こ

す
。

之
は

何
人
も

知
る

所
な

ら
ん

も
、

萬
二

初

學

者
に

む

て

余
の

日 、｝一
2
釁

詈

屬
の

終
に

記

こ
た

る

目

録
の

命
名
者

（

於

を
附

す
）

ご

先
き

に

余
が

列
記・
し

た
る

同
種
の

命
名
者
ご

異
も

15

る

を

怪
し

む

も
の

な
し
ご

も

限

ら
ざ
れ

ば
、

鉉
に
一

言
注
意
を
な

・
し

置
く

こ

ご
・
し

か

り
。

獪
念

の

爲
本
號
よ
り

は
、

學
名
ご
・
し

て

獨

2

N 工工
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